
 

 

 

 

 

仲間を、そして自分自身を絶対に大切にすること！ 

～６月さいたま市いじめ撲滅強化月間～  
校長 加藤 英教  

この時期すでに暑かった昨年と違い、３つの大型台風接近や活発な

梅雨前線停滞が原因で、今年は梅雨明けと夏の訪れが遅れるとの予報

です。色々と不便を強いる雨ですが、見沼田んぼ一面に十分水を満た

し、秋の豊かな実りのためには欠かせません。台風通過などで、幸い

学校や学区内に被害はなく一安心ですが、今後は風雨に加えて熱中症

も予測しながら、生徒の皆さんが安全・安心な学校生活を送ることが

できるよう教職員一同日常点検に改めてしっかり取り組みます。 

さて、さいたま市では、毎年６月を「いじめ撲滅強化月間」と位置

づけ、市立全１７１校において、いじめの問題について考え、いじめ

が起きにくい集団や学校をつくろうとする意識を高めるとともに、児

童生徒の豊かな人間性や社会性をはぐくむ取組の充実を図るなど、い

じめの未然防止に向けた取組を推進しています。 

大原中学校では、生徒会や各クラスでの取組はもとより、６月１６

日（火）に、人間関係のトラブルに特化した全校朝礼を開催し、直後

に生徒対象の生活アンケートを実施しました。これらは、いじめにつながる可能性のあるトラブルを

早めに発見し、教職員一同で情報を共有し、解決に向けて支援するとともに、日頃からいじめを許さ

ない集団づくりに努めるための一助とするものです。本校でのいじめ撲滅のために、これからも、全

校で一丸となり未然防止、早期発見・早期対応に努めます。 

いじめ撲滅のためには、大原中学校の生徒の皆さん全員の力も必要です。あなたの力も是非貸して

ください。もしあなたが、いじめやいじめと疑われる被害を受けたら、始業式や入学式の式辞で伝え

たとおり、すぐに信頼できる大人を見付けて相談してください。被害を受けている人だけなく、被害

を受けている友達から相談を受けた人も同じです。お家の方はもちろんのこと、大原中学校の先生方

も、信頼できる大人として全力であなたを守ります。 

各トラブルに関する報告はすぐ私にも届きますが、最近その報告の中にとても気になることがあり

ます。それは、トラブルの過程で仲間に発した言葉の中に、「悪気がなかった。」、「いじっただ

け。」や「他の人が言っていたから。」という軽い一言では片付けることが出来ない、重大な人権侵

害をもたらしかねない言葉が入っていることです。「知らなかった。」は、言い訳になりません。目

の前にいるのは、縁あって同時期に大原中学校に集う仲間です。大原中学校の生徒の皆さんには、人

を傷付ける言葉ではなく、美しい言葉を使い、仲間と充実した毎日を過ごしてほしいのです。自分自

身、そして相手も唯一無二の愛される大切な存在であることを絶対忘れないでください。 
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